
環境建設委員会 ごみステーション実態調査実施要領（案）

１ 趣旨

 環境建設委員会としてごみステーションの実態調査を実施し、ごみステーシ

ョンに関する地域の課題を把握するもの

２ 調査スケジュール

8月 2日（土）～8月末にかけて個別に調査
  調査終了後の常任委員会にて調査結果報告

３ 調査手順

○各区担当委員（複数いる区は代表）は、事前に当該区の衛生総連合会会長と

面談し、別紙１のとおり趣旨説明を行うとともに、意見や要望を聞き取る。

○各委員は、ごみステーションのリストなどをもとに調査箇所を 2～3地区選
定し、別紙２調査票の項目を参考に管理者や住民（以下「管理者等」という）

に対する聞き取り調査を行う。

○調査期間終了後の委員会で、調査結果を報告し、課題や改善策について整理

する。

４ 調査の要点

 ○環境局のごみステーション調査で問題のあった地域の管理者等に聞き取り

調査を行い、困っていることや意見、要望などを聴取する。

○ごみステーションの管理が良好な地域の管理者等に聞き取り調査を行い、地

域の取り組みや工夫について聴取する。

○各区の調査結果を持ち寄り、さまざまな観点から分析を行う。

・良好な地域に共通すること、問題のある地域に共通することを探る。

・良好な地域の取り組みについて、人的工夫、物理的工夫、技術的工夫など

に分類、整理する。

・問題のある地域の課題を抽出し、改善策を検討する。

＜担当区＞

区 調査担当委員（敬称略） 衛総連会長（敬称略）

門 司 区 古川充教

小倉北区 佐藤、八記 福丸清生

小倉南区 渡辺、西田、松井 三郎丸正煕

若 松 区 濱小路兼生

八幡東区 戸町 芳賀茂木

八幡西区 大久保、村上、荒木 中村 

戸 畑 区 岡本 永井博文



家庭ごみ等の集積ルールのあり方について 

北九州市議会 環境建設委員会

１ 現状について 

  一部のごみステーションにおいてカラス等によるごみの散乱が

見られ、ステーションの美観が損なわれているとともに、周辺の

環境衛生にも支障が生じています。

現在、市議会環境建設委員会では、この問題について、改善に向

けた調査、研究を行っています。

２ 今後の予定について 

  当委員会では、この問題についてさらに調査、研究を深めるた

め、市民の皆様のご意見を伺うことなどを予定しております。

  具体的には、①各区の衛生総連合会会長のご意見を伺い、②そ

の上でごみステーションの視察や関係住民の皆様への聞き取り調

査を行うことなどを考えております。

  皆様のご理解とご協力をお願いします。

【連絡先】

市議会事務局議事課（担当・廣中）

電話 ５８２－２６２８

＜別紙１＞ 



環境建設委員会 ごみステーション実態調査票 

 委員氏名：            

日  時   月  日（  ）   時  分～   時  分 

調査場所      区 

種  別 
□住宅地 □集合住宅 □商業地域 □農漁村地域 

□工業地域 □その他（            ） 

ステーションについて 

集積容器 □あり ・ □なし 

防鳥ネット □あり ・ □なし 

収集曜日、分別の掲示 □あり ・ □なし 

ステーションの

状態 

□清潔に保たれている。 

□ややルール･マナー違反が見られるが、概ね清潔に保たれている。

□散乱している。 

（特記事項） 

住民への聞き取り内容 ・ごみステーションの普段の状況 

・過去に散乱した状況があったか 

・管理、清掃について 

・他地域からの持込み 

・事業系ごみの有無 

・ルール違反者への対応 

・困っていること、改善を望むことなど 

・その他、特記事項 

（裏面：自由記入欄） 

＜別紙２＞ 



自由記入欄 


